
森林太郎の ドイツ留学についての

若干の考察
一Quellenkritikの 方 法 に よ る 一

荒木康彦

は じめに

森林太郎の ドイツ留学については、様々の視点から多数の研究がなされ

てきているが、史学理論に照らして検討すると、実証的に厳密になされた

研究はさほど多 くな く、今なお未解明の点が少なくない。そこで本稿では、

新たに発見で きた一次史料などに立脚 して、森の ドイツ留学の若干の点に

ついて、Quellenkritik(史 料批判)の 方法を援用 して、出来るだけ厳 しく

考察 してみたい。

1

森林太郎の ドイツ留学 に至る過程 も、一次史料 に立脚する限りでは、ど

のようになるかが、従来は厳 しく考察 さて来たとは言い難い面がある。先

ず、森林太郎の ドイツ留学の発令などに関する一次史料 を管見に入る限 り

挙げると、以下のようになる。

①陸軍省 『文書受領 日記 明治十七年』

領収五 月八 日 本乙第七五号 出五月八 日 番号進第七二三号 鷹名

軍医本部
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二等軍医森林太郎濁逸國へ留學被仰付度存申進1

② 『明治十七年 公文録 官吏進退陸軍 従五月至八月 全』

二等軍馨森林太郎

右猫逸國江留學被仰付度此段

及上申候也

明治十七年六月五日

陸軍卿川村純義
2

左大臣熾仁親王殿

二等軍讐森林太郎猫逸國留學被仰付事

右謹テ奏ス

明治十七年六月六日

左大臣熾仁親王

参議 福岡孝悌3

内閣陸六十

明治十七年六月六日

二等軍醤森林太郎掲逸國留學被

仰付ノ事4

辞令案

二等軍讐森林太郎

猫逸國留學被 仰付候事
5

六月七日

③ 『明治十七年従一月至六月 日報 近衛局 軍馨本部 軍馬局 病馬

厩』

陸軍省受領参第九六五號

明治十七年六月十一 日水曜 日 日報 軍署本部長陸軍軍讐総監松
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本順

一 軍医本部課僚二等軍医森林太郎

右六月十 日被免本職候二付六月十一日別紙請書差出候

一 二等軍医森林太郎

右六月七 日猫逸國留學被 仰付候二付六月十一 日別紙
6

請出候

④明治十七年 『大日記 局参監近医軍憲兵 七月水 陸軍省総務局』

陸軍省受領武第一七五〇號 會甲第九百七十一号 総水局第五二三号

猫逸國留學生郵便船減債乗込切符交附

方之件農商務省へ御照會相成度義二付伺

今般二等軍医森林太郎掲逸國留學

被仰付不日出獲二付テハ郵便船減償乗込

切符交附方左之通農商務省へ御照會

相成度文案相添此段相伺候也

明治十七年七月九日 會計局長川崎祐名
7

陸軍卿西郷従道殿

御照會案

二等軍医森林太郎

右ハ当省海外留學生 トシテ掲乙国へ不日出

獲爲致候二付テハ横濱ヨリ佛国馬耳塞港

迄佛国郵便船減債乗込切符往片道分御

交付相成度此段及御照會候也

伺之通
8

七月十日

⑤ 『外務省記録 海外旅券付与返納人名表』
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く マ マ 　
一万六千九十九 森林太郎 留学 自 七月十五日 二十一 一月

四日9

⑥太政官文書局 『官報 第三百武拾五號』(明 治十七年七月二十九日 火

曜 日)収 録

宮廷録事

(前略)

○今般猫逸國へ留學仰付ケラレタルニ等軍馨森林太郎ハ来ル八月一 日

頃出登二付本 日午前八時拝謁並二賢所参拝仰付ケラレ休所二於テ酒
1〔}

解ヲ下賜ハ リタリ

以上の諸史料から、森林太郎の ドイツ留学決定の過程とそれに付随する

事柄の流れとしては、次のようなものであったことが、分かる。

(1)明 治十七(1884)年 五月八 日に 「二等軍医森林太郎猫逸國へ留學」の

上申が、陸軍軍医本部か らなされた(① による)。

(2)同 年六月五 日に 「二等軍讐森林太郎右猫逸國江留學」仰付の上申が、陸

軍卿川村純義か ら出された(② による)。

(3)同 年六月六 日に 「二等軍署森林太郎猫逸國留學被仰付事」の奏上が、

左大臣有栖川宮熾仁親王 ・参議福岡孝悌によってなされた(② による)。

(4)同 年六月六 日に 「二等軍讐森林太郎猫逸國留学」が仰付 られた(② に

よる)。

(5)同 年六月七 日に 「二等軍馨森林太郎濁逸國留學被 仰付候事」の辞令

案が作成 された(② による)。

(6)同 年六月七 日に 「二等軍醤森林太郎搦逸國留學被 仰付候事」の発令

があった(② ・③による)。

(7)同 年六月十 日に 「二等軍医森林太郎」は 「軍医本部課僚」の職を免 じ

られ、翌十一 日にその 「請書」を 「軍馨本部長陸軍軍讐総監松本順」に提

出した(③ の前半部分)に よる)。

(8)同 年六月十一日に、「六月七日掲逸國留學被 仰付」 ところの 「二等軍

医森林太郎」は、それについての 「請書」「軍讐本部長陸軍軍讐総監松本
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順」に提出した(③ の後半部分による)。

(9)同 年七月九 日に陸軍省 「會計局長川崎祐名」 より陸軍卿西郷従道へ

「二等軍医森林太郎猫逸國留學被仰」に付き郵便船減債乗込切符交の農商務

省への照會の伺が出された(④ の第一文書による)。つまり、陸軍省会計局

か ら森林太郎の ドイツ留学のため 「郵便船減債乗込切符」の交付 を農商務

省へ照会することにつ き陸軍卿への伺が出されたということになる。

(10)同 年七月十 日に陸軍省 「會計局長川崎祐名」よりの(9)の 「伺い」が陸

軍卿西郷従道によって裁可された(④ の第二文書による)。 したがって、森

林太郎の ドイツ留学のために、横浜か らフランスのマルセイユまでの 「佛

國郵便船減贋乗込切符往片道分」の交付が陸軍省会計局から農商務省に要

請 されたということである。

㈲ 同年七 月十五 日に二等軍医森林太郎の留学 のための 「旅券」(番 号

一万六千九十九)が 外務省より交付された(⑤ による)
。

(吻 同年七月二十九 日に二等軍医森林太郎は皇居に参内 して、天皇に拝謁

の上、賢所に参拝 した(⑥ による)。

以上の(1)～働の手続 き及び行事 を経て、森林太郎は ドイツ留学 に出立す

ることになったと、言えよう。

このように史料①～⑥に基づいて(1ト 働の点に纏めたことから検討する

と、以下のようなことが問題点 として浮上 して くる。

1.森 の 『航西 日記』の冒頭部で ドイツ留学について 「此行受命在六月
ユユ

十七 日」 とある。 しか し、(6)で纏めたように 「二等軍讐森林太郎猫逸國江

留學被 仰付候事」の発令があったのは明治十七年六月七日である。また

(8)で纏めたように六月七 日 「猫逸國留學被 仰付」ところの 「二等軍医森

林太郎」は、それについての 「請書」 を 「軍讐本部長陸軍軍讐総監松本順」

に提出 したのは同年六月十一日である。それ故に、 ドイツ留学の命 を同年

「六月十七 日」に受けた とする 『航西 日記』の冒頭部の記述 は誤 りであろ

う。

H.(9)・ 働で纏めたように森林太郎の ドイツ留学のために、横浜か らフ

ランスのマルセイユ までの 「佛國郵便船減債乗込切符往片道分」の交付が
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陸軍省会計局から農商務省に要請されたとい うことであり、それが交付 さ

れたことは後に触れるようにフランスの郵船を森が利用 していることから

も裏付けられる。 したがって、 また森は往 きの旅費を現金で支給 されたの

ではなくて、「佛国郵便船減憤乗込切符」であったことは、従来見逃されて

いた と言えよう。明治十二年五月に大蔵省か ら陸軍省に英仏郵船の減慣乗
ユ　

込についての通知があ り 、明治十三年六月に陸軍砲兵少尉伊地知幸介の普

国留学に郵船減債乗込切符交付が陸軍省から大蔵省に申請 されている13。だ

が、明治二十二年一月には、「官吏井官費留学生外国郵船に減債乗込切符交
　　

付」は廃止されている 。それ故に、郵船減債乗込切符によって官吏や官費

留学生が派遣されていた時期に、これを利用 して森林太郎は派遣 されたの

である。

皿.『航西 日記』の冒頭部に 「八月二十日至陸軍省領封傳」15とあり、「封

傳」 とは関所の通行手形を意味するから、(塒で纏めたように七月十五日に

外務省がすでに交付 していた旅券を森は八月二十 日に陸軍省か ら受け取っ

たということになるのであろう。苦木虎雄著 『鴎外研究年表』の明治十七

(1884)年 八月二十日(水)の 件には 「曇、微雨。陸軍省に行 き、旅費を受
　

領する。」 となってお り、『航西 日記』の同日の件にある 「封傳」が旅費と

解釈されているようである。

lV.『航西 日記』の冒頭部の 「七月二十八 日詣閥拝天顔。辞別宗廟。」17と

ある。 また、『自紀材料』 には明治十七年 「七月二十八日 聖上に拝謁 し、

賢所に参拝する。」18という記述がある。これらの記述は吻で纏めた点と矛

盾する。『明治天皇紀 第六巻』の明治十七年七月二十八 日の件に 「二等軍

署森林太郎は猫國に留學 を命ぜられたるを以て、謁見所に召 して謁 を賜ふ、

○官報、祭祀録」19とされているが、前掲の 『官報 第三百武拾五号』の記

事と未公開の宮内庁史料 『祭祀録』 とはまた矛盾 していると言えよう。

V.(2)で 纏めたように明治十七年六月五 日に 「二等軍馨森林太郎右猫逸

國江留學」仰付の願を出 した陸軍卿は川村純義であ り、同年六月十 日に陸軍

省 「會計局長川崎祐名」よりの 「伺い」 を裁可 した陸軍卿は西郷従道とい

う具合に陸軍卿の名前が頻繁に替わっていることも少 しく注意を要する。
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陸軍卿であった大山巌が陸軍首脳部とともに明治十七年二月十六 日20から

翌年一月二十五 日21にまで ドイツを中心に欧米諸国の視察に赴いているの

で、上述のことはこれに関係するであろう。 ドイツ帝国憲法を参考にして

明治憲法 を制定 しようとする当時の政治的動 きに対応するかのように、 ド

イツ陸軍の軍制を参考にして日本陸軍の軍制を確立 しようとする動 きがあ

り、この陸軍の視察団派遣はそれを物語っている。 こうした時期に陸軍軍

医本部は森 をドイッ留学に派遣 したことは、三思に値するのである。

2

『自紀材料』には明治十七年 「八 月二十三 日東京を獲す。」22とあるが、 ド

イッ留学のために森林太郎が 日本を出発 した年 月日についての記載は欠け

ている。『航西 日記』によれば、森林太郎が渡独するために日本を出発 した

年月日は明治十七年八月二十四日であ り、利用 した船舶は 「佛人所管」の

「綿檀勒」 となっている23。この点は、森の 『航西日記』以外の客観的な一

次史料の類で確認する必要があるのだが、従来そうした作業 も充分になさ

れたとは言い難い。

横浜で刊行されていた英字新聞ノ砂α〃晩6々砂ル毎以August30th,1884.に

掲載されている「船舶情報」を見ると、「出発」(Departures)の 欄に〃伽zα1幽,
　　

Frenchsteamerは 八 月二 十 四 日 とあ る か ら、 こ の 船 が 『航 西 日記 』 八 月

二 十 四 日に あ る 「佛 人 所 管 」 の 「綿 植 勒 」 だ と言 え る。

また 、 この英 字新 聞 の 「船 舶 情 報 」 の 「乗 客 」(PASSENGERS)の 「出発

(者)」(DEPARTED)に は 、PerFrenchsteamer〃 碗2α1餉,forHongkong

の 部 分 に 以 下 の よ うな 人 名 が 列 記 され て い る 。

.S.Nagayo,Kumagawa,K.Taniba,T.Iimori,R.Mori,K.Katayama,

25S
.TanakaY.Hodzumi,M.Miyazaki,S.Hagiwara._.

こ こ に あ るR.Moriが 森 林 太 郎 で あ る こ とは 、 言 う を侯 た な い か ら、 こ

こ に 森 の ドイ ツ留 学 に 関 す る 客 観 的 史 料 を 見 出 した こ と に な る。 因 み に 、

『航 西 日記 』 八 月 二 十 四 日 に あ る 同 船 の 日本 人 留 学 者 名26と 照 合 して み る

と、S.Nagayoは 長 與 構 吉(一 八 八 六 ～ 一 九 一 〇)、Kumagawaは 隈 川宗 雄
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(一 八 五 八 ～ 一 九 一 八)、K.Tanibaは 恐 ら く丹 波 敬 三(一 八 五 四 ～

一 九 二 七) 、T.Iimoriは 飯 盛 挺 造(一 八 五 一 ～ 一 九 一 五)、K.Katayamaは

片 山 國 嘉(一 八 五 五 ～ 一 九 三 一)、S.Tanakaは 田 中 正 平(一 八 六 二 ～

一 九 四 五)
、Y.Hodzumiは 穂 積 八 束(一 八 六 四 ～ 一 九 一 二)、M.Miyazaki

は 宮 崎 道 三 郎(一 八 五 五 ～ 一 九 二 八)、S.Hagiwaraは 萩 原 三 圭(一 八 四 〇

～ 一八 九 四)と い うこ とに な ろ う。
くだり

したがって、従来は森の 『航西 日記』の明治十七年八月二十四日の 件 な

どに基づいてのみ、彼の ドイツ留学への出発が同日であるとされてきたが、

ここに客観的な史料によってその年月日が確定できたことになる。

3

森の 『猫逸日記』 によれば、ベル リンに到着 した翌 日、すなわち明治

十七(1884)年 十月十二 日に、当時ベルリンに滞在中の軍医監橋本綱常は

森に留学の目的について、以下のように注意を与えたという。

政府の君に託 したるは、衛生學 を修ること、猜逸の陸軍衛生部の事 を

詞ふこと・の二つにあるぞ。(中 略)君 は唯心 を専 らにして衛生學 を修
27めよ

。

橋本のこの発言は、森の受けた命は 「赴徳國修衛生學兼詞陸軍讐事也」28

と 『航西日記』でされていることと一致 している。 しか し、その際に橋本

は 「制度上の事を詞はん」は、優れた見識を持 った者のみ可能であるとし

て、制度上のような高度なことはしな くても良いので、「衛生学」の修得の
　

みに専念せ よ と、付言 していることは注 目に値する。 また、森が受けた

命である 「赴徳國修衛生學兼詞陸軍署事也」は、今後一次史料で十分に確

認する必要があるだろう。

次に、森には具体的な留学先は指定 されてはいなかったようで、森の

『濁逸 日記』 には、ベルリンに到着 して4日 目、すなわち明治十七(1884)
くだり

年 十 月十 四 日の 件 に 次 の よ うに記 され て い る 。

橋 本 氏 を音 信 れ ぬ 。 衛 生 學 を修 る こ と に就 き て、 順 序 をた ず ね しに 、

先 ず ラ イ プ チ ヒのLeipzigな る ホ フマ ンFranzHofmannを 師 と し、 次
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に ミュ ンヘ ンMuenchenな る ペ ツテ ン コオ フエ ルMaxvonPettekofer

を師 と し、 最 後 に ご ・な るRobertKochを 師 と なせ と諭 さ れ ぬ。 さ ら

ば 直 ち に ラ イ プ チ ヒへ ゆ か む とい ひ しに 、 卿 の 立 た せ 玉 ふ を送 りて 後

30

に せ よ と留 め られ ぬ 。

橋 本 の 指 示 を森 は 大 筋 で 守 り、 『猫 逸 日記 』 に よれ ば、 明 治 十 七(1884)

年 十 月 二 十 二 日 に ラ イ プ チ ヒに 至 り31、明 治 十 九(1886)年 三 月八 日に ミュ

ンヘ ン に 移 り32、明 治 二 十(1887)四 月 十 六 日 に ベ ル リ ンに 移 っ て い る33。

こ こ で 問 題 と し な け れ ば な らな い の は 、 ラ イ プチ ヒ ・ミ ュ ンヘ ン ・ベ ル リ

ンで どの よ うな形 で留 学 して い た の か とい う点 で あ る。

『濁 逸 日記 』 に よ れ ば 、 ラ イ プ チ ヒで は明 治 十 七(1884)年 十 月 「二 十 三

日。 ホ フマ ンの許 に ゆ く。」34、同 月 「二 十 四 日。 大 學 の 衛 生 部 に往 く。 衛 生

部 は リビ ヒ街 に あ り。 こ れ よ り 日課 に就 く こ と と な りぬ 。」35と さ れ て お り、

ラ イ プ チ ヒ大 学 で は な くて ホ フ マ ンが 主 宰 す る衛 生 研 究 所 で 森 は 日々研 究

に 従 事 した とい う こ と に な る。 ドイ ツの 大 学 で 学 生 と して正 式 に学 ぶ場 合

は 、 必 ず 「学 籍 簿 」(Matrikel)に 自筆 で 登 録 す る こ とに な っ て い る 。学 生

登 録 した 学 生 が 在 籍 した学 期 ご とに 「在 籍 簿 」 の類 が一 大 学 に よ っ て そ の

名 称 は 異 な る 一 印 刷 ・出 版 さ れ て い る 。 ラ イ プ チ ヒ 大 学 の1884年 冬 学

期 ・1885年 夏 学 期 お よ び 冬 学 期 の 「学 籍 簿 」 に は 森 林 太 郎 の 登 録 名

ヨ　

は 認 め られ な い 。 ま た 、 同 大 学 の 同 上 学 期 の 「在 籍 簿 」 と も言 うべ き

1)67ε0πα1刀θ7忽C加 ゴ∫に も森 林 太 郎 の 名 前 は認 め られ な い37し た が っ て、 森

は ホ フマ ンの 許 可 を 得 て 、 彼 が 主 宰 す る衛 生 研 究 所 で 「日課 に就 く」 形 で

ラ イプ チ ヒで は研 究 に従 事 した と言 え よ う。

ドレス デ ンで の 「ザ ク セ ン陸 軍 冬 季 軍 医學 講 習 」 に参 加 した 後 に、 『猫 逸

日記 』 に よれ ば、 明 治 十 九(1886)年 三 月 九 日 ミ ュ ンヘ ン の 「大 学 衛 生 部

ヨ　

に至る。」 とされている。『掲逸日記』は同年四月末から五月中旬まで記述

が欠けているのだが、『自紀材料』によれば明治十九年 「五月三 日大學に入
ヨ　

る。」 と記 され て い る こ とは 刮 目に 値 す る 。 同大 学 の 「学 籍 簿 」 一 正 式 に

はD飽 ル血規 θ々1鹿7κ δ纏r1宛 尾βα罪7ガ∫c加η五認 ω忽一漁 κ珈 漉α〃∫一ση勿67∫ゴ孟魏

g%M伽6加 η.一 の 「1886年 夏 学 期 」(So〃 　〃　6zs8〃z6漉71886つ40を 精 査 し
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た と こ ろ(図1)、 森 林 太 郎 の 記 載 を 発 見 す る こ とが で き た 。 通 し番 号

(LufenderNumerus)は123番 、 氏 名(Zunamen,Vornamen)は 森 林 太 郎

(RintaroMori)、 両 親 の 住 所(WohnortderEltern)は 東 京 、 日本[千 住 町

　

19.](T6ky6,Japan[SenjuStrasse19.])、 研 究(Studium)は 医 学

(med.)と 記 載 され て い る(図2)。 この 「学 籍 簿 」 に 記 載 さ れ て い る氏 名

な どの 筆 跡 は そ れ ぞ れ 異 な っ て い る か ら、 そ れ ぞ れ を各 人物 が 記 載 した こ

とは 明 白 で あ る。 だ が 、 そ れ だ け で は こ れ が 本 当 に 森 自 身 に よ る記 載 で あ

る との 決 め 手 に は な ら な い。 史 料 批 判 の 理 論 か らす れ ば 、 す で に森 自身 に

よ るサ イ ン と確 定 して い る 史 料 で 、 こ の 「学 籍 簿 」 の サ イ ン を批 判 的 に検

討 す る 必 要 が あ る。 東 京 大 学 総 合 図 書 館 蔵 の 「鴎 外 文 庫 」 に あ るGutav

る　

P且zer,ル 毎7励 五厩加 酌L66侃,Stuttgart1836.の 「遊 び紙 」 に 「ドク トル

森 林 太 郎 」(Dr.RintaroMori)の サ イ ン と 「ミュ ンヘ ン86年3月23日 」

(MUnchen23.Marz86.)と が 書 き 入 れ ら れ て い る(図3)の を 、Fr.Aug

Quensted,50〃s'%π4泥 な':1)oヵ%1676y∂ πz婿ε励 ε7(9θ010g∫ε,TUbingenl886

(?)照 の 「見 返 し」 に 「ドク トル 森 林 太 郎 」(DLRintaroMori)の サ イ ン と

「ミュ ンヘ ン86年3月27日 」(MUnchen27.Marz86.)と が書 き入 れ られ

て い る(図4)の を 発 見 した。 「学 籍 簿 」 の サ イ ン と これ らの サ イ ン を と比

較 した と こ ろ、 ほ ぼ 一 致 した 。 しか も、 上 記 の 書 物 の サ イ ン と 「学 籍 簿 」

サ イ ンは 時 間 的 に 一 カ 月 ほ どの 差 異 しか な い 。 以 上 の よ う な批 判 的 検 討 か

ら、先 に提 示 した ミ ュ ンヘ ン大 学 の 「学 籍 簿 」 の1886年 夏 学 期 に森 自 身 が

記 載 ・登 録 した こ と を確 定 で きた 。た だ、 「1886年 夏 学 期 」 の 記 載 年 月 日 は、

第1枚 目に 「1886年5月1日 」 と明 記 され て い る。 た だ 、 森 の記 載 した順

番 が123目 で あ る か ら、 本 当 に 同 日 で あ っ た か は 再 考 の 余 地 が あ るか も し

ゆ

れ な い 。 と言 うの も 『自紀 材 料 』 に 「五 月 三 日大 學 に入 る 。」 と記 載 され

て い る か らで あ る。 さ ら に、 同 大 学 の 「在 籍 簿 」 と も言 うべ き 、4雁〃c加∫

y27忽c肋 ∫∫42∫Pε ∫o襯1∫4ε7五 擁767,B2α 〃惚 瑚 ゴS伽 〃67επ4例 α〃487

δ々沈9〃罐 一δαy87ガ∫6加π 五%4痂9一 漁 κ伽 〃勿〃∫一ひ〃ゴ%7∫磁'9π ル短 η腕6π.の

　
「1886年 夏 学 期 」(So〃z〃z87-S6〃z6∫`671886.)お よ び 「1886/87年 冬 学 期 」

　
(〃㍑ 〃S2〃z8∫`6〃886/8Z)に 森 を確 認 す る こ とが で きた 。 前 者(図5)

(10) [65]



で は 、 名 前(Name)は 森 林 太 郎 、 故 郷(Heimat)は 東 京 、 日 本 帝 国

(TokyoKaiserreichJapan)、 住 所 は フ ォ イ街16b/3(Heustrl6b/3)、 研 究

は 医 学(Med.)と され て い る 。 後 者(図6)で は 、 名 前(Name)は 森 林 太

郎 、 故 郷(Heimat)は 東 京 、 日本(TokyoJapan)、 住 所 は フ ォイ街16b/3

(Heustr.16b/3)、 研 究 は 医 学(Med.)と さ れ て い る 。 以 上 か ら、森 林 太 郎

は ミ ュ ンヘ ン大 学 に1886年5月1日(あ るい は 同 月3日)に 正 式 の学 生 と

して 入 り、 同 年 度 の夏 学 期 お よ び冬 学 期 に在 籍 した とい う事 実 確 定 をす る

こ とが 出 来 た 。

『濁 逸 日記 』 に よ れ ば 、 ベ ル リ ン に 再 来 し て か ら 四 日 目 の 明 治 二 十

(1884)年 四 月 「二 十 日。 北 里 余 を誘 ひ て コ ツ ホKochを 見 る 。従 學 の 約 を

結 ぶ 。」47、さ ら に五 月 「三 十 一 日。 コ ッ ホ師 實 験 の題 目を授 く。」48と な っ て

い る。 また 、 「自紀 材 料 」 で も、 明 治 二 十 年 四 月 「二 十 日北 里 柴 三 郎 の紹 介

　　

に てRobertKochを 見 る」 と記 され て い る。 森 はベ ル リ ンで もラ イプ チ ヒ

同様 に大 学 に 入 っ た の で は な くて 、 北 里 柴 三 郎 の 仲 介 で コ ッホ に 師 事 す る

こ とに な り、 コ ッホ が 主 宰 す る研 究 所 で研 究 に従 事 した とい う こ と に な ろ

う。 事 実 、 ベ ル リ ン大 学 の 「学 籍 簿 」(ル勧7伽1)に も、 「在 籍 簿 」 と も言 う

べ きレニθ72擁6乃溺ε∫64θ ∫P6soη α1ε〃加1467S伽 漉 ε7θπ42π467F万 ε4万碗 一

晒 伽1〃 徳 翫 勿67∫磁'B671伽.に も森 林 太 郎 の 名 前 は 見 出 し得 な い50。 した

が っ て 、 上 述 の よ う に ベ ル リ ン で は 森 は コ ッ ホ に 個 人 的 に 許 可 を 得 て 、

コ ッホ主 宰 の 研 究 所 で 個 人 的 に指 導 を受 け て 研 究 に従 事 した と言 え よ う。

だ が 、 ベ ル リ ン時 代 の 森 林 太 郎 は、 留 学 本 来 の研 究 ・学 術 修 得 以外 の 日

本 陸 軍 軍 医 と して の 業 務 を 避 け る こ とが 出 来 な く な る。 そ の 実 例 が 明 治

二 十(1887)年 の 第 四 回 国 際 赤 十 字 大 会 へ の 参 加 と 明 治 二 十 一(1888年)

の 「隊 附 き勤 務 」 で あ る。 前 者 に つ い て は 森 の 華 々 しい活 躍 を 中心 に従 来

か ら多 くの 考 察 が な さ れ て い る。 後 者 に つ い て は 、 従 来 あ ま り詳 し く見 て

こ られ な か っ た 。 プ ロ イ セ ン近 衛 歩 兵 第 二 連 隊 に お け る 「隊 附 き勤 務 」 に

つ い て の 同 「連 隊 医 長 ケ ー レ ル」 の 報 告 書 の 訳 文 が 、 外 務 省 経 由 で 陸 軍 省

に明 治 二 十 一 年 九 月 二 十 五 日 に 渡 さ れ て い る51。 した が っ て 、 ドイ ツ に お

け る森 の 「隊 附 き勤 務 」 は 様 々 な 意 味 で重 要 視 され て い た こ とが 推 測 され
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る 。 因 み に、Rα η£ 襯4Q媚7舵 処五競6ゴ67κ δ〃忽1励P7侃 β∫∫碗6η ・47〃Z6ε

形 〃888.(『1888年 の プ ロ イ セ ン王 国 陸 軍 階 級 及 び 駐 屯 地 表 』)52に 見 出 さ

れ る ベ ル リ ンの 「近 衛 歩 兵 第二 連 隊」(2.Garde-RegimentzuFuB)の 「連

隊 医 」(R.Arzt)の 軍 医正 ケ ー ラ ー(K6hler)が 、 「連 隊 医 長 ケ ー レル 」 と

判 断 で きる。 い ず れ に して も、 第 四 回 国際 赤 十 字 大 会 へ の参 加 と 「隊 附 き

勤 務 」 は前 述 の よ うに 留 学 に 関 す る とい う よ りは 、 む しろ 日本 陸 軍 軍 医 と

して の業 務 で あ る の で 、 こ こで は指 摘 す る だ け に 止 め た い と想 う。

4

森 の ドイツ 留 学 か らの 帰 国 に つ い て は 、 森 自 身 の 『還 東 日記 』 に よれ ば

明 治 二 十 一 年 九 月 「八 日。 朝 。 抵 横 濱 。 午 後 入 東 京 。」53と され て い る 。 こ

の 点 に つ い て の公 式 記 録 や一 次 史料 に よっ て確 認 の 要 が あ る。

英 字 新 聞 力勿 〃 隔6々 砂 ル勧 乙September15th,1888.に 掲 載 の 「船 舶 情 報 」

の 「到 着 」(Arrivals)の 欄 に 九 月八 日到 着 、肋 砿Frenchsteamerと あ る が 、

そ の 「乗 客 」(PASSENGERS)と して 以 下 の 人 名 が 列 記 され て い る。

PerFrenchsteamer、4槻,fromHongkongviaShanghaiandKobe:

54
-BaronMaeda ,Dr,Mori.....

内 閣 官 報 局 『官 報 第 千 五 百 六拾 三 號 』(明 治 二 十 一 年 九 月 十 二 日 水 曜

日)収 録 の 「官 臆 事 項 」 に触 れ られ て お り、 そ れ は 以 下 の 通 りで あ る。

(前略)

・署 務 局 次 長 陸 軍 軍 讐 石 黒 忠 恵 ハ 去 ル 八 日欧 洲 ヨ リ帰 朝 ・陸 軍 二 等 軍

55

署森林太郎ハ濁逸國へ留學 ノ庭去ル八 日帰朝セリ

また、森 自身についてではないが、石黒の帰朝について、陸軍省の 『明

治二十一年分 本省年報』 の 「明治二十一年十二月三十一 日調 所属在外

国人表 署務局」の 「備考欄」に以下のように記 されている。

軍医監石黒忠恵御用有之二十年五月廿八 日ヨリ欧行中ノ処本年九月八
56

日帰朝(後 略)

以上か ら、 ドイッ留学 を終えた森は、石黒 とともに、二十一年九月八 日に

帰朝 したことの事実確認が出来たことになる。

(12) [63]



また、森は ドイツ留学のために出発する直前の明治十七年七 月二十八 日

に軍医森林太郎は皇居に参内して、明治天皇に拝謁 しているわけであるか

ら、当然帰国後の拝謁がなされなければ、軍医森林太郎の ドイッ留学は完

結 しないとも言える。この点について一次史料 を探ってみなければならな

いであろう。

陸軍省の明治二十一年 『武大 日記』収録文書 「総務五七四号」は以下の

通 りである。

陸軍省送達 送甲一三九七号

陸軍々署監石黒忠恵

同二等監督野田諮通

同砲兵大尉楠瀬幸彦

同一等軍署森林太郎

右今般欧州 ヨリ帰朝致候二付而者序ヲ

以テ

謁見被仰付候様御執奏相成度此段

及御照会候也

明治廿一年九月十 日

陸軍大臣伯爵大山巌

宮内大臣子爵土方久元殿57

陸軍省から送達 された、明治廿一年九月十 日付け 「甲一三九七号」の史料

によれば、陸軍大臣か ら宮内大臣宛てに、帰朝 した石黒 ・野田 ・楠瀬 ・森

に対 して謁見仰せ付けの奏上の照会がなされているのである。

そ して、上の謁見仰せ付けの奏上の照会に対 して、陸軍省の明治二十一

年 『壼大 日記』収録文書 「総省第三二六号」は以下のようになっている。

受領番号 壼第一八三二号 廉名 宮内省

件名 石黒軍馨監外三名拝謁之件

議 按 明治廿一日九月廿五 日

石黒軍書監野田二等監督楠瀬砲兵大尉

森一等軍讐へ御達案
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今般帰朝二付来ル廿七日午前十時

拝謁被仰付候旨被仰出候条九時限前参

内スヘシ

陸軍省受領 壼第一八三二号 九月二十五日

式部職送第一三七六号

陸軍々署監石黒忠恵外三名今般帰朝
ママ

ニ付拝謁之儀御申越ノ趣頓承知遂

奏聞候庭来ル廿七日午前十時拝謁

被仰付候旨被仰出候此段申進

候也

明治二十一年九月廿五日

宮内大臣子爵土方久元
59

陸軍大臣伯爵大山巌殿

宮内省式部職から送達 され、陸軍省が受領 した明治二十一年九月二十五 日

付け 「壼第一八三二号」の史料によれば、宮内大臣土方久元から陸軍大臣

大山巌宛てに、帰朝 した石黒他三名の拝謁が聞 き届け られたので、同月

「廿七 日午前十時拝謁」が仰せ付 けられたことが通知されている。宮内省か

ら送達され、陸軍省が受領 した明治二十一年九月廿五 日付けの 「受領番号

壼第一八三二号」の史料は、帰朝 した石黒 ・野田 ・楠瀬 ・森 に対 して、

同月二十七 日午前十時に拝謁が仰せ付 けられるので九時前に参内するよう

にとの 「達案」であるから、これに従 って上記四名にその旨が通達された

とい うことになろう。以上から、 ドイッ留学から戻 った森林太郎は明治

二十一年九月二十七 日に拝謁 したと言えよう。

また、石黒忠恵の 『日乗 第四 自明治廿一年七月廿四 日(巴 里)至 同

年十二月三十一 日』 の九月二十七 日の件の冒頭部分に以下のように記 され

ている。

九月二十七 日 晴 十時 謁見被仰付(後 略)60

ここから、石黒は実際に明治天皇に拝謁 したことが確定できる。 したが っ

て、ここからも森林太郎がその時に石黒 とともに拝謁 したと言えよう。
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さらに、内閣官報局 『官報 第千五百七拾六號』(明 治二十一年九 月

二十八日 金曜日)収 録の 「宮廷録事」には、以下のようにされている。

○拝謁 陸軍軍馨石黒忠恵、陸軍二等監督野田諮通、陸軍一等軍署森

林太郎、陸軍砲兵大尉楠瀬幸彦、同伊地知幸介、正五位子爵松平乗承

ハ敦モ欧洲ヨリ帰朝二付キ昨二十七 日午前十時拝謁仰付ケラレタリ61

それゆえ、 ドイツ留学か ら戻 った森林太郎は、上に述べたようなプロセ

スを経て、明治二十一年九月二十七 日に明治天皇に拝謁 したという事実が、

ここに確定出来た ということになる。森林太郎の ドイツ留学は、ここに論

証 したように、明治二十一年九月二十七 日に天皇に拝謁することによって、

完結 したと言うことも出来る。

結び に代 えて

森林太郎の明治十七年から同二十一年にかけての ドイツ留学の若干の点

について、従来は厳密に考察されて来なかったことを中心に、新発見の一

次史料などを踏まえて考察 したわけであるが、無論それは森個人の ドイッ

留学の未解明な点 を厳密 な史料批判の方法で解明 し得たことを意味する。

特に、従来は森自身が記 した 『航西 日記』のみによって論 じられることが

多かった森の ドイツ留学に向けて横浜を発 った月日、搭乗 した船名、同乗

者については、新聞掲載の客観的な 「船舶情報」で再確認出来た。従来は

森のライプチヒ ・ミュンヘ ン ・ベル リン各大学での留学の具体的在 り方に

想いが輸されることがなかったが、 ミュンヘ ン大学に於いて森は一八八六

年五月初頭に学籍登録 し、同年夏学期および冬学期の両学期のみ在籍 した

ことを見出すことを出来た。 しか し、これは単にそれだけではな くて、こ

れを通 じて、 ドイツに傾斜 しつつ立憲国家が形成 されつつあった明治中期

に ドイツへの留学生の派遣が具体的にはどの ようになされ、当該時期おけ

る ドイツ留学の意味が奈辺にあったのかとい う点 を問い直す契機になった

とも言えるのである。
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注

lJACAR(ア ジア歴史資料セ ンター)RefCO8071436800.『 明治十七年文書受領 日記近

士 戸 団 医 馬 厨』。この前年の明治十六年十月十二 日に軍医本部は 「独逸国へ

留学生一名被差遣度件」につい て上 申している。JACAR(ア ジア歴 史資料セ ンター)

RefCO8071425200.『 明治十六年文書受領 日記近 士 戸 団 医 馬 厨』。中井義幸

『鴎外留学始末』岩波書店2010年 、133頁 で言及 されている明治十六年に 「差 し戻 され

て きた」ところの 「軍医官一名独逸国留学二付上申書」とは、上記の件を意味 している

のであろうか。

∩∠

3

4

5

6

『明治十七年 公文録 官吏進退陸軍

『明治十七年 公文録 官吏進退陸軍

『明治十七年 公文録 官吏進退陸軍

『明治十七年 公文録 官吏進退陸軍

従五月至八月

従五月至八月

従五月至八月

従五月至八月

JACAR(ア ジア歴 史資料セ ンター)RefCO9060052㎜.日

報 近衛局 軍医本部 軍馬局 病馬厨』。

7.JACAR(ア ジア歴史資料セ ンター)RefCO4031155500『 明治十七年 大日記 局参

監近医軍憲兵 七月水 陸軍総務局』。

8.JACAR(ア ジア歴史資料セ ンター)RefCO4031155500『 明治十七年 大日記 局参

監近医軍憲兵 七月水 陸軍総務局』。

9.『 外務省記録 海外旅券付与返納人名表』外務省外交史料館蔵。 ここに 「二十一 一月

四日」 と記載されているのが、「海外旅券返納」の年月日という意味で明治二十一年一月

四日とい うことであるならば、それは正 しくないであろ う。何故 ならば、明治二十一年

一月四 日には森はまだ ドイツ滞在中だからである。

10.太 政官文書局 『官報 第三百武拾五號』(明治十七年七月二十九 日 火曜 日)、1884年。

11.木 下杢太郎他編輯 『鴎外全集』第三十五巻 岩波書店1975年(以 下、本書 は 『鴎外

全集』第三十五巻 と略す)75頁 。

12.JACAR(ア ジア歴史資料センター)RefCO4028345900明 治十二年 『大 日記諸省来

書 五月 月 陸軍省第一局』。

laJACAR(ア ジア歴史資料セ ンター)RefCO4029102000明 治十三年 『大 日記 諸局

の部 六月 水 陸軍省総務局』。

14.JACAR(ア ジア歴史資料 センター)RefBllO92432700『 官吏井官費留学生外国郵船

二減債乗込 ノ切符 ヲ廃止海外旅券代用一件 自明治二十二年』。

15.『鴎外全集』第三十五巻75頁 。

16.苦 木虎雄著 『鴎外研究年表』鴎出版2006年(以 下、本書は、苦木 『鴎外研究年表』

と略称する。)102頁 。また、明治十三年の小金井良精の ドイッ留学の際には 「文部省 よ

りの留学費は一年分 として一二〇〇円が支給 された。東京一ベ ルリン問の旅費合計は

三六〇 ドル、邦貨で七二〇円であったことが、『祖父 ・小金井良精の記』に見えている。」

と、苦木 『鴎外研究年表』69頁 には記載されていることか らも、森林太郎は留学の船賃

全』 国立公文書館蔵。

全」 国立公文書館蔵。

全』 国立公文書館蔵。

全』 国立公文書館蔵。
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を現 金 で受 け取 っ た と理 解 され てい る こ とが 分か る。

17.『 鵬外 全 集』 第三 十五 巻75頁 。

18.『 鵬外 全 集』 第三 十五 巻12頁 。

19.宮 内省 編 『明治 天皇 紀 第 六』 吉川 弘文 館1971年 、269頁 。

20.ゐEC刀ODσ ノ}4PO以16F6vrier1884.PASSEGERS.

21.7'加 〃珍θ雇yル 勧 乙January31st,1885.PASSEGERS.

22.『 鴎外 全 集』 第三 十五 巻、13頁 。

23.『 鵠外 全 集』 第三 十五 巻、75頁 。

24.ノ4ραπ 既8々 砂 伽 以August30th,1884.

25.ノ4加 η 隔 ε々砂 ル勉〃,August30th,1884.

26.『 鴎外 全 集』 第三 十 五 巻、75頁 。 この 九 人 の生 没年 は、 手塚 晃 ・石 島 利男 共 編r幕 末

明治初 期 海外 渡航者 人 物情 報事 典』(CD-ROM版)金 沢工 業大 学2003年 に依拠 した。

27.『 鴎外 全 集』 第三 十五 巻 、87頁 。 橋 本 は、 大 山巌 以 下 の陸 軍 欧米 視 察 団の 一員 と して
くだり

この時 期 はベ ル リ ンに滞在 中で あ った 。森 の 『自紀 材料 』 明治 十六 年三 月二 十六 日の 件

には 「橋 本綱常 氏 を訪 ひ て欧洲 に随 行 せ ん と乞 う。 聴 かれ ず。」 とあ り、橋 本 とはそ うい

う関係 にあ った。

28.『 鴎外 全集』 第 三十 五巻 、75頁 。

29.『 鴎外 全集』 第 三十 五巻 、87頁 。

30.『 鴎外 全集』 第 三十 五巻 、88頁 。

31.『 鴎外全 集』 第 三十 五巻 、88頁 。

32.『 鴎外全 集』 第 三十五 巻 、134頁 。

33.『 鴎外全 集』 第 三十五 巻 、162頁 。

34。 『鴎外全 集』 第 三十五 巻 、88頁 。

35.『 鴎外全 集』 第 三十五 巻 、89頁 。

36.ArchivderUniversitatLeipzigか らの 論者 へ の回 答 に よる。

37.同 上 。

38.「 鴎 外全 集』 第 三十五 巻 、135頁 。

39.『 鴎 外全 集』 第 三十五 巻 、15頁 。

40.∠ 万θル徊7伽1鹿7κ 伽 忽1ゴc乃一Bのγ〃露c加 〃乙〃伽 忽 ル血κ珈 〃勿〃∫一砺 卿z∫ゴ励2πM励6加 π.

50鋭 耀z5例 醜7ヱ886Arc厨vderLudwig-Max㎞Uians-UniversitatMUn-che甑D-V31.

この 史料 を図1・2と して掲 載す る こ とを許可 頂 い たArchivderLudwiまMaximilians-

UniversitatMUnchenに 感謝 申 し上 げ たい。

41.森 林 太郎 自筆 の明 治十 四年 十 月二 十三 日付 の 「医 師開 業免状 下 附願 書」(桜 田満 編 『現

代 日本 文学 アル バ ム 第1巻 森 鴎外 』 学 習研 究社1974年 、127頁 所 収 印 影史 料)に

よれ ば、住 所 は 「南 足立 郡 千住 一 丁 目十 九 番 地」 とな って お り、SenjuStrasse19.は こ

れ を意味 す る と想 わ れ る。

42.東 京 大学 総 合 図書 館所 蔵 資 料 鴎C400:217.こ の史 料 を図3と して掲 載 す る こと を

許可 頂 いた東 京 大学総 合 図書 館 に感謝 申 し上 げ たい。

43.東 京 大学 総 合 図書 館所 蔵 資料 鴎T500:118.こ の史 料 を図4と して掲 載 す る こと を
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許 可頂 いた 東京大 学総 合 図書館 に感謝 申 し上 げた い。

44.「 鴎外全 集』 第三 十五 巻 、15頁 。

45.、4疵 〃c乃θ∫施79θガ6肋ガ∫465Pεsoπ α13467五 餉767,B6α 競6観4S磁 漉7επ4θη αη4θ7

伽々 忽1励 一δの 副 ∫6加η五%ゴ痂浄ル勧 吻 ガ1ガαη∫一翫 勿67∫磁'制M伽c加 〃.Sommer-Semester

l886.,S.64.http//epub.ub.uni{nuenchen.de./9620/こ の 史 料 を図5と して掲 載 す る こ と

を許可 頂 い たBibliothekderLudwig-Maximilians-UniversitatMUnchenに 感 謝 申 し上 げ

たい。

46.、4競 〃c加∫1々7忽c勧 ゴ∫ゴ6∫Pθ∫o〃α1∫467五 θ加67,β6α 桝 θ襯4S伽 漉67θ魔 召η απ467

んδ雇ψ6乃 加 翼 γガ∫o加π 五%4卿 忽 ル勧 ガ励 〃απs一翫 ガ〃θ7∫磁'2%ル 歪魏c加 π.Winter-Semester

1886/87.S67.http//epub.ub.unLmuenchen.de./9621/こ の 史料 を図6と して掲 載 す る こ

とを許可 頂 い たBibliothekderLudwig-Maximilians-UniversitatMUnchenに 感 謝 申 し上

げた い。

47.「 鴎外 全集』 第 三十五 巻 、163頁 。

48.『 鴎外 全集』 第 三十五 巻 、165頁 。

49.「 鴎外 全集』 第 三十 五巻 、16頁 。

50.ArchivderFriedrich-Wilhelms-UniversitatBerlinか らの論 者へ の 回答 に よる。

51.JACAR(ア ジ ア歴 史資料 セ ン ター)RefCO3030413300明 治 二十 一年 『萱 大 日記壼 』。

52.Rα η£ 襯4Q観 漉67一乙ガ∫ホθ4θ7Kδ 擁r1励 ∫)プ6κβ∫∫c加π、4筋86毎7ヱ888.β θ〃腕1888.

S.102.

53.『 鴎外 全集』 第 三十五 巻 、224頁 。

54.ノ 砂 αη隔2々 ♂タル勿〃,September15th,1888,PASSENGERS.

55.内 閣官報 局 『官報 第 千五 百六 拾三 號』(明 治 二十 一年 九 月十二 日 水 曜 日)、1888年 。

『自紀 材料 』 に よれ ば、明 治十 八年 五 月二十 七 日に一 等軍 馨 に任ぜ られ、 そ の辞令 を同年

七 月十五 日に ラ イプ チ ヒで 受領 して い る(「 鴎 外全 集』 第三 十 五巻 、14頁)か ら、 こ こ

に二等 軍瞥 とある のは誤 りであ ろ う。

56.JACAR(ア ジア歴 史資料 セ ンタ ー)RefCO9060095700明 治 二 十一 年 分(陸 軍 省)本

省年報 。

57.JACAR(ア ジ ア歴 史資料 セ ン ター)RefCO6080567400明 治二 十一 年 『武大 日記 九月』

第二 十九文 書。

58.JACAR(ア ジ ア歴 史 資料 セ ンター)RefCO3030412700明 治二 十一 年 『萱大 日記 壼 』。

59.JACAR(ア ジ ア歴 史 資料 セ ンター)RefCO3030412700明 治二 十一 年 『壼大 日記 壼 』。

60.石 黒忠 恵 『日乗 第 四 自明 治廿 一 年七 月 廿四 日(巴 里)至 同年 十二 月三十 一 日』 国

立国会 図書 館蔵 。

61.内 閣官 報 局 『官報 第千 五百 七拾 六 號』(明 治二 十 一年 九 月二 十八 日 金 曜 日)、1888

年。
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